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ATtiny202/402 シリコン障害とデータシート説明

序説

お客様が受け取ったATtiny202/402ﾃﾞﾊﾞｲｽはこの資料で記述される異常を除き、現在のﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄ(DS40001 
969B)に対して機能的に一致します。この資料で記述される障害はATtiny202/402ﾃﾞﾊﾞｲｽの将来の改訂で処置される
かもしれません。

注: この資料は現在だけでなく過去のｼﾘｺﾝの全ての版からの全てのｼﾘｺﾝ障害問題を要約します。

本書は一般の方々の便宜のため有志により作成されたもので、Microchip社とは無関係であることを御承知ください。しおりの[は
じめに]での内容にご注意ください。

© 2019 Microchip Technology Inc. 障害ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ DS40002123A/J0 - 1頁
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1. ｼﾘｺﾝ障害
(訳注) 各障害を纏め、項目標題末尾に(ﾃﾞﾊﾞｲｽ-改訂)形式で表記しました。

・ ATtiny202/402の改訂Aは試供されていません。

1.1. ﾃﾞﾊﾞｲｽ

 1. 727,728,1728(2017年27/28週)の日付符号を持つﾃﾞﾊﾞｲｽで校正されていない温度感知器 (202/402-B)

温度感知器は727/728(QFN外囲器で使用)と1728(SOIC外囲器で使用)の日付符号を持つﾃﾞﾊﾞｲｽで校正されていません。

対策/対処：

温度感知器校正ﾃﾞｰﾀが必要とされる場合、影響を及ぼされる日付符号を持つﾃﾞﾊﾞｲｽはMicrochip RMAｻｰﾋﾞｽを通して回復され
るでしょう。この日付符号を持つﾃﾞﾊﾞｲｽはもはやMicrochipによって出荷されていません。

1.2. ADC

 1. 全ての条件に対して1.5MHzを超えるADCCLKで保証できないADC機能 (202/402-B)

1に設定したADC校正ﾚｼﾞｽﾀのﾃﾞｭｰﾃｨ ｻｲｸﾙ(ADCn.CALIB.DUTYCYC)でADCCLK>1.5MHzの場合、ADC機能は保証すること
ができません。ADCCLK>1.5MHz且つVDD<2.7Vの場合、ADC機能は保証することができません。

対策/対処：

ADCCLK>1.5MHz且つVDD>2.7Vで動かす場合、ADCn.CALIB.DUTYCYCは0(50%)に設定されなければなりません。ADCCLK 
>1.5MHz且つVDD<2.7VでADCを使わないでください。

 2. ADC自由走行動作禁止後に実行される1つの余分な測定 (202/402-B)

ADC制御Aﾚｼﾞｽﾀの自由走行(ADCn.CTRLA.FREERUN)解除(0)後にADCは1つの追加測定を実行するかもしれません。

対策/対処：

自由走行動作を直ちに停止するにはADC制御Aﾚｼﾞｽﾀの許可(ADCn.CTRLA.ENABLE)に’0’を書いてください。

1.3. CCL

 1. OUTENが’1’に設定されることを必要とする連結動作でのLUT接続 (202/402-B)

連結動作でのLUT接続は入力元を提供するLUTに対して出力許可(LUTnCTRLA.OUTEN)が’1’に設定されることを必要としま
す。

対策/対処：

LUTを連結するのに事象ﾁｬﾈﾙを使うか、または対応する入出力ﾋﾟﾝを他の目的に使わないでください。

 2. Dﾗｯﾁが機能しない。 (202/402-B)

CCLのDﾗｯﾁが機能しません。

対策/対処：

ありません。

1.4. RTC

 1. RTC.CTRLAﾚｼﾞｽﾀへのどの書き込みもRTCとPITの前置分周器をﾘｾｯﾄ (202/402-B)

RTC制御A(RTC.CTRLA)ﾚｼﾞｽﾀへのどの書き込みもRTCとPITの前置分周器をﾘｾｯﾄします。

対策/対処：

ありません。

 2. RTC禁止がPITを停止 (202/402-B)

RTC許可(RTC.CTRLA.RTCEN)への’0’書き込みはPITを停止します。

周期割り込み計時器許可(RTC.PITCTRLA.PITEN)への’0’書き込みはRTCを停止します。

対策/対処：

この単位部の何れかが使われている場合にRTCやPITを禁止しないでください。

1.5. TCB

 1. 選んだｸﾛｯｸ周期を超えなければならない最小事象持続期間 (202/402-B)

事象検出はTCBnが選んだｸﾛｯｸ元(制御A(TCBn.CTRLA)のｸﾛｯｸ選択(CLKSEL))の周期よりも短いHigh/Low期間を持つ入力事
象を受け取る場合に失敗します。これは制限時間検査(TIMEOUT)、計数捕獲(CAPT)、計数捕獲周波数/ﾊﾟﾙｽ幅測定(FRQPW)
のTCB動作(制御B(TCBn.CTRLB)の計時器動作(CNTMODE))に適用します。
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対策/対処：

入力事象のHigh/Low期間が選んだｸﾛｯｸ元(制御A(TCBn.CTRLA)のｸﾛｯｸ選択(CLKSEL))の周期と等しいか長いことを確実にし
てください。

 2. TCBの再始動を強制しないTCA再始動指令 (202/402-B)

TCBが同期更新(SYNCUPD)動作で動いている時にTCA再始動指令がTCBの再始動を強制しません。TCBはTCA溢れ(OVF)
後にだけ再始動されます。

対策/対処：

ありません。

1.6. USART

 1. 送信部禁止時に解除されないTxDﾋﾟﾝ無効化 (202/402-B)

USARTは次の場合にTxDﾋﾟﾝの無効化を解除しません。

・ USART受信部が禁止されている(制御B(USARTn.CTRLB)の受信許可(RXEN)が’0’の)間にUSARTn.CTRLBの送信許可(TXE 
N)ﾋﾞｯﾄへの’0’書き込みによってUSART送信部が禁止される場合

・ USARTn.CTRLBでTXENとRXENのﾋﾞｯﾄに’0’を書くことによってUSARTの送信部と受信部の両方が同時に禁止される場合

対策/対処：

次の2つの可能な対策があります。

・ 送信部を禁止する(USARTn.CTRLBのTXENへの’0’書き込みの)間、受信部が許可されている(USARTn.CTRLBのRXENが
‘1’である)ことを確実にしてください。

・ 送信部禁止後にUSART内の何れかのﾚｼﾞｽﾀに書いてください。これはTxDﾋﾟﾝのﾋﾟﾝ無効化を解除するために充分長い間USA 
RTを開始します。

 2. 誤った開始ﾋﾞｯﾄを起こすかもしれない直前のﾒｯｾｰｼﾞでのﾌﾚｰﾑ異常 (202/402-B)

設定(1)されたﾌﾚｰﾑ異常ﾌﾗｸﾞ(RXDATAH.FERR)を持つﾌﾚｰﾑを受信してRxD線がHighになる前に受信ﾃﾞｰﾀ下位ﾊﾞｲﾄ(RXDATA 
L)を読む場合、誤った開始ﾋﾞｯﾄ検出が起動します。

対策/対処：

例えばRxDﾋﾟﾝが配置されたﾎﾟｰﾄ入力(PORTn.IN)のﾋﾞｯﾄをﾎﾟｰﾘﾝｸﾞすることにより、RXDATAを読む前にRxDﾋﾟﾝがHighになるの
を待ってください。
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2. ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ説明
既知の問題はありません。
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3. 文書改訂履歴
注: ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ説明文書改訂はﾀﾞｲ改訂とﾃﾞﾊﾞｲｽ変種(注文番号の最後の文字)と無関係です。

3.1. 改訂A - 2019年6月

初版
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Microchipｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ

Microchipはhttp://www.microchip.com/で当社のｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ経由でのｵﾝﾗｲﾝ支援を提供します。このｳｪﾌﾞ ｻｲﾄはお客様がﾌｧｲﾙや情
報を容易に利用可能にするのに使われます。利用可能な情報のいくつかは以下を含みます。

・ 製品支援 - ﾃﾞｰﾀｼｰﾄと障害情報、応用記述と試供ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、設計資源、使用者の手引きとﾊｰﾄﾞｳｪｱ支援資料、最新ｿﾌﾄｳｪｱ配布と
保管されたｿﾌﾄｳｪｱ

・ 全般的な技術支援 - 良くある質問(FAQ)、技術支援要求、ｵﾝﾗｲﾝ検討ｸﾞﾙｰﾌﾟ、Microchip設計協力課程会員一覧

・ Microshipの事業 - 製品選択器と注文の手引き、最新Microchip報道発表、ｾﾐﾅｰとｲﾍﾞﾝﾄの一覧、Microchip営業所の一覧、代理
店と代表する工場

製品変更通知ｻｰﾋﾞｽ

Microchipの製品変更通知ｻｰﾋﾞｽはMicrochip製品を最新に保つのに役立ちます。加入者は指定した製品系統や興味のある開発ﾂｰ
ﾙに関連する変更、更新、改訂、障害情報がある場合に必ず電子ﾒｰﾙ通知を受け取ります。

登録するにはhttp://www.microchip.com/pcnへ行って登録指示に従ってください。

お客様支援

Microchip製品の使用者は以下のいくつかのﾁｬﾈﾙを通して支援を受け取ることができます。

・ 代理店または販売会社
・ 最寄りの営業所
・ 組み込み解決技術者(ESE:Embedded Solutions Engineer)
・ 技術支援

お客様は支援に関してこれらの代理店、販売会社、またはESEに連絡を取るべきです。最寄りの営業所もお客様の手助けに利用で
きます。営業所と位置の一覧はこの資料の後ろに含まれます。

技術支援はhttp://www.microchip.com/supportでのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄを通して利用できます。

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽ ｺｰﾄﾞ保護機能

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽでの以下のｺｰﾄﾞ保護機能の詳細に注意してください。

・ Microchip製品はそれら特定のMicrochipﾃﾞｰﾀｼｰﾄに含まれる仕様に合致します。

・ Microchipは意図した方法と通常条件下で使われる時に、その製品系統が今日の市場でその種類の最も安全な系統の1つである
と考えます。

・ ｺｰﾄﾞ保護機能を破るのに使われる不正でおそらく違法な方法があります。当社の知る限りこれらの方法の全てはMicrochipのﾃﾞｰﾀ
ｼｰﾄに含まれた動作仕様外の方法でMicrochip製品を使うことが必要です。おそらく、それを行う人は知的財産の窃盗に関与して
います。

・ Microchipはそれらのｺｰﾄﾞの完全性について心配されているお客様と共に働きたいと思います。

・ Microchipや他のどの半導体製造業者もそれらのｺｰﾄﾞの安全を保証することはできません。ｺｰﾄﾞ保護は当社が製品を”破ることがで
きない”として保証すると言うことを意味しません。

ｺｰﾄﾞ保護は常に進化しています。Microchipは当社製品のｺｰﾄﾞ保護機能を継続的に改善することを約束します。Microchipのｺｰﾄﾞ保
護機能を破る試みはﾃﾞｼﾞﾀﾙ ﾐﾚﾆｱﾑ著作権法に違反するかもしれません。そのような行為があなたのｿﾌﾄｳｪｱや他の著作物に不正な
ｱｸｾｽを許す場合、その法律下の救済のために訴権を持つかもしれません。

法的通知

ﾃﾞﾊﾞｲｽ応用などに関してこの刊行物に含まれる情報は皆さまの便宜のためにだけ提供され、更新によって取り換えられるかもしれま
せん。皆さまの応用が皆さまの仕様に合致するのを保証するのは皆さまの責任です。Microchipはその条件、品質、性能、商品性、
目的適合性を含め、明示的にも黙示的にもその情報に関連して書面または表記された書面または黙示の如何なる表明や保証もし
ません。Microchipはこの情報とそれの使用から生じる全責任を否認します。生命維持や安全応用でのMicrochipﾃﾞﾊﾞｲｽの使用は完
全に購入者の危険性で、購入者はそのような使用に起因する全ての損害、請求、訴訟、費用からMicrochipを擁護し、補償し、免責
にすることに同意します。他に言及されない限り、Microchipのどの知的財産権下でも暗黙的または違う方法で許認可は譲渡されま
せん。

http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/pcn
http://www.microchip.com/support
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商標

Microchipの名前とﾛｺﾞ、Mcicrochipﾛｺﾞ、Adaptec、AnyRate、AVR、AVRﾛｺﾞ、AVR Freaks、BesTime、BitCloud、chipKIT、chipKITﾛ
ｺﾞ、CryptoMemory、Cr yptoRF、dsPIC、FlashFlex、flexPWR、HELDO、IGLOO、JukeBlox、KeeLoq、Kleer、LANCheck、LinkMD、
maXStylus、maXTouch、MediaLB、megaAVR、Microsemi、Microsemiﾛｺﾞ、MOST、MOSTﾛｺﾞ、MPLAB、OptoLyzer、PackeTime、PI 
C、picoPower、PICSTART、PIC32ﾛｺﾞ、PolarFire、Prochip Designer、QTouch、SAM-BA、SenGenuity、SpyNIC、SST、SSTﾛｺﾞ、Super 
Flash、Symmetricom、SyncServer、Tachyon、TempTracker、TimeSource、tinyAVR、UNI/O、Vectron、XMEGAは米国と他の国に於
けるMicrochip Technology Incor poratedの登録商標です。

APT、ClockWorks、The Embedded Control Solutions Company、EtherSynch、FlashTec、Hyper Speed Control、HyperLight Load、
IntelliMOS、Libero、motorBench、mTouch、Powermite 3、Precision Edge、ProASIC、ProASIC Plus、ProASIC Plusﾛｺﾞ、Quiet-Wire、
SmartFusion、SyncWorld、Temux、TimeCesium、TimeHub、TimePictra、TimeProvider、Vite、WinPath、ZLは米国に於けるMicrochip 
Technology Incorporatedの登録商標です。

Adjacent Key Suppression、AKS、Analog-for-the-Digital Age、Any Capacitor、AnyIn、AnyOut、BlueSky、BodyCom、CodeGuard、
CryptoAuthentication、CryptoCompanion、CryptoController、dsPICDEM、dsPICDEM.net、Dynamic Average Matching、DAM、EC 
AN、EtherGREEN、In-Circuit Serial Programming、ICSP、INICnet、Inter-Chip Connectivity、JitterBlocker、KleerNet、KleerNetﾛ
ｺﾞ、memBrain、Mindi、MiWi、MPASM、MPF、MPLAB Certifiedﾛｺﾞ、MPLAB、MPLINK、MultiTRAK、NetDetach、Omniscient Code 
Generation、PICDEM、PICDEM.net、PICkit、PICtail、PowerSmart、PureSilicon、QMatrix、REALICE、Ripple Blocker、SAM-ICE、Se 
rial Quad I/O、SMART-I.S.、SQI、SuperSwitcher、SuperSwitcher II、Total Endurance、TSHARC、USBCheck、VariSense、View Sens 
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